
看護ネット・ラーニング、メッセンジャーナースをめざす人のために、形を変えて再開  

 

 2001 年に結成された看護ネット・ラーニング研究会（代表；村松静子・在宅看護研究センタ

ーLLP/看護コンサルタント社）は、インターネットを駆使したマンツーマン研修を再開します

（図）。講師によるレクチャー「学習のポイント」と副テキストは、メールで配信します。受講者は、

キャンパスである専用ホームページを通じて主テキストと副テキストをもとに、講師が投げか

ける「問い」について考えを深めていきます。質疑応答は専用のメールで行い、またグループ

での討論は専用掲示板などで実施します。講座は最終配信の「課題」を提出して終了となり

ます。終了した受講者の方には、修了証を送ります。 

看護職に役立つ「信頼を育てる コミュニケーション＆カウンセリングマインド」はメッセンジ

ャーナースの認定に関心のある人たちにも役立つということで開講し、2010 年以降は、研鑽

セミナーの 1 回分とみなすこととして参りました。今年度からは、各地での活躍が期待されて

いる「メッセンジャーナース」により視点を当て、「信頼を育てる コミュニケーション＆カウンセ

リングマインド」をⅠとし、認定に優位となる学習内容「看護の本質に迫る メッセンジャーナ

ースの存在価値を考えよう！」をⅡとして加え、Ⅰ・Ⅱを合わせて受講された場合に限り、メッ

センジャーナース研鑽セミナーの 3回分と同等に認められるようにしました。 

 
開講日：5月 1日   応募締め切り：4月 28日 

対象：看護職（インターネットのホームページ閲覧および電子メールが使える環境にあること） 

定員：50名 

受講料：Ⅰ1万5千円 Ⅱ2万円 それぞれ、別途・消費税・教材費が必要です。教材をお持ち

でない方は、受講申し込み時にご注文ください。受講される方に限り、Ⅰ：「アイ・ラブ・グラン

パ１００の理由」「アイ・ラブ・グランマ１００の理由」（学習研究社）・各税・送料込 1 千円、計 2

千円 Ⅱ：「看護の本質に迫る メッセンジャーナース」（看護の科学社）＆DVD コンパクト版

（暮らしの映像社）・税・送料込 1千 500円で、お分けします。 

 

対象：看護職（インターネットのホームページ閲覧および電子メールが使える環境にあること） 



＊メッセンジャーナースとしての認定をご希望の方へ 

こころガーデニングⅠに続いてⅡを受けることで、メッセンジャーナース研鑽セミナーの 3 

回分を受講したこととします。認定は A・E・S認定の 3種、さらに SA・AS認定に分かれていま 

す。 

通常は、A認定を取得することになりますので、希望される方は、東京・岡山で開催のⅠ～ 

Ⅵのいずれかのセミナーを、受講時期・期間を問わず、さらに 3回 6 コマ受講する必要があり 

ます。 

S認定を希望の方は、推薦者 2人以上がいることに加え、認定取得前後いずれかに 1回 

2 コマ受講すること。 

E認定を希望の方は、1回 2コマ以上受講後、または看護ネット・ラーニングのⅠ・Ⅱを受講

後、メッセンジャーナース認定協会指定の場（東京都）で、医師を含む 3人以上の審査面

接を受けることが条件となります。  

 

研鑽セミナーⅠ「終末期医療 治療のやりすぎはなぜ起こる？」  

研鑽セミナーⅡ「受ける医療 認識のギャップはなぜ起こる？」 

研鑽セミナーⅢ「受けたい医療 心の葛藤はなぜ起こる？」 

研鑽セミナーⅣ「必要な医療 医療不信はなぜ起こる？」 

研鑽セミナーⅤ「医療の現場 メッセンジャーナースの出番です」 

研鑽セミナーⅥ「時の流れ メッセンジャー力を磨こう！」 

 

参加申し込み：お名前、連絡先を明記の上、看護ネット・ラーニング研究会（幹事；瀬川護、

med_miwa@nifty.com）までメールをお送りください。お問い合わせもこちらです。お気軽にご連

絡ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



看護ネット・ラーニング講座 こころガーデニングⅠ 

 「信頼を育てる コミュニケーション＆カウンセリングマインド」 

        主任講師：村松 静子 講師：仲野佳代子  

  「こころ」のもつ魅力を感じながら、コミュニケーションスキルの大切さとカウンセリングマイ

ンドの意味合いを再認識できることを目指した独自の教授―学習プログラムです。 

 

学習目的：クライアントとの信頼関係を形成し、影響力を高めるのに必要なコミュニケ

ーションスキルを身につけるための基本姿勢を学ぶ。 

 

期間： 約 2 カ月間 

 

学習項目： 

STEP1.こころのガーデニングコーチング 

① 命・生きること、死ぬこと 

② その人らしさとは 

③ 愛すること、愛されること 

④ 教えること、教えられること 

⑤ 自分を育てる他人を育てることとは 

 

STEP2.コミュニケーションスキルの向上 

① コミュニケーションによる残像効果 

② カウンセリングマインドとコミュニケーションスキル 

③ カウンセリング技法を活かすコミュニケーション 

 

 

教材：１．週 1回をめどに、学習のポイントとともに副テキストをメールにて送信します。 

２．主テキスト：「アイ・ラブ・グランパ 100 の理由」「アイ・ラブ・グランマ 100 の理由」（学

習研究社） 

３. 学習内容に関する質問は、随時、メールで受け付けます。 

 

学習方法： 

１. STEP1：週 1回のペースで、学習のポイントと副テキストをメールにて配布します。 

２. 1 カ月間で、STEP1 の①から⑤に関わる主テキストと副テキストを用い、学習ポイントに沿って

学習します。 

３. 学習上、疑問に思われた点や内容をさらに深めたい点については、随時、質問として受け付



け、講師陣より回答します。時には講師陣から受講生間に投げかけ、議論の場を設けます。 

４. STEP1 を終了された方は、STEP2 へ進んでいただきます。おおむね受講開始日から、週 1 回

のペースで、学習のポイントと副テキストをメールにて配布します。 

５. 約 1 カ月間で、STEP2 の①から③のテキストを学習します。もちろん、ご自分のペースで進め

ても良いのです。その時は、一言、発信して下さい。 

６. この間も、学習上、疑問に思われた点や内容をさらに深めたい点につきましては、随時、質問

として受け付け、講師陣より回答をお送りします。また、講師陣から受講生間に投げかけ、議論

の場を設けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



看護ネット・ラーニング講座 こころガーデニングⅡ 

「看護の本質に迫る メッセンジャーナースの存在価値を考えよう！」 

                           主任講師：村松 静子 講師：仲野佳代子  

  「こころ」のもつ様々な風景を感じながら、新たに動き出したメッセンジャーナースの大切さ

と看護の本質を再認識できることを目指した独自の教授―学習プログラムです。 

 

学習目的：人間の「こころ」に視点を置き、看護の本質を再認識するとともに今の時代

に位置づこうとするメッセンジャーナースの活動について推察する。 

期間： 約 2 カ月間 

 

学習項目： 

STEP1.こころのガーデニングコーチング 

① 潜むホンネとタテマエ 

② パーソナリティ 

③ 傷つきやすい心 

④ 癒される心 

 

STEP2.あなたもメッセンジャーナースに！ 

① メッセンジャーナースの称号の言われ 

② メッセンジャーナース誕生の経緯 

③ メッセンジャーナースとして備えておきたいこと 

④ メッセンジャーナースの存在価値の追究 

⑤ メッセンジャーナースの実情と方向性 

⑥ メッセンジャーナースの活動の実際 

 

 

教材： １．週 1回をめどに、学習のポイントとともに副テキストをメールにて送信します。 

２．主教材：「看護の本質に迫る メッセンジャーナース」（看護の科学社）＆ DVD コン

パクト版「わたしはメッセンジャーナース」（暮らしの映像社）  

３．日経メディカルonlineで連載中の「患者と医師の認識ギャップ考」、メッセンジャーナ

ース認定協会フェイスブック「心と絆といのち」朗読バトンリレーを参照  

４. 学習内容に対する質問は、随時、メールで受け付けます。 

 

学習方法： 

１. STEP1：週 1回のペースで、学習のポイントと副テキストをメールにて配布します。 



２. STEP1の①から④に関わる主テキストと副テキストを用い、学習ポイントに沿って学習します。 

３. 学習上、疑問に思われた点や内容をさらに深めたい点については、随時、質問として受け付

け、講師陣より回答します。時には講師陣から受講生間に投げかけ、議論の場を設けます。 

４. STEP1 を終了された方は、STEP2 へ進んでいただきます。おおむね受講開始日から、週 1 回

のペースで、学習のポイントと副テキストをメールにて配布します。 

５. STEP2の①から⑤のテキストを学習します。もちろん、ご自分のペースで進めても良いので 

６. この間も、学習上、疑問に思われた点や内容をさらに深めたい点につきましては、随時、質問

として受け付け、講師陣より回答をお送りします。また、講師陣から受講生間に投げかけ、議論

の場を設けます。 

 


